
フェニックス少額短期保険株式会社 

 

令和７年度（令和 8 年 3 月 31 日現在）貸借対照表 

（単位：千円） 

資     産 金 額 負債及び純資産 金 額 

（資産の部） 

現金及び預貯金 

 現金 

 預貯金 

その他資産 

 未収金 

 その他の資産 

供託金 

 

88,408 

280 

88,128 

6,315 

5,419 

895 

14,000 

（負債の部） 

保険契約準備金 

 支払備金 

 責任準備金 

代理店借 

その他負債 

 未払法人税等 

 未払金 

 未払費用 

 預り金 

仮受金 

負債の部 合計 

 

11,754 

2,271 

9,483 

976 

2,135 

182 

34 

1,682 

235 

0 

14,866 

（純資産の部） 

資本金 

利益剰余金 

その他利益剰余金 

繰越利益剰余金 

株主資本合計 

純資産の部 合計 

 

100,000 

△6,142 

△6,142 

△6,142 

93,857 

93,857 

資産の部合計 108,723 負債及び純資産の部合計 108,723 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



フェニックス少額短期保険株式会社 

                  

令和７年度                損益計算書 

（単位：千円） 

科     目 金   額 

経常収益 

保険料等収入 

保険料 

支払備金戻入額 

責任準備金戻入額 

資産運用収益 

利息及び配当金等収入 

91,296 

86,522 

86,522 

4,153 

440 

180 

180 

経常費用 

保険金等支払金 

保険金 

給付金 

事業費 

営業費及び一般管理費 

税金 

減価償却費 

95,317 

49,113 

48,168 

945 

46,204 

45,328 

359 

516 

経常損失 4,021 

特別利益 

その他特別利益 

66 

66 

税引前当期純損失 

法人税及び住民税 

法人税等調整額 

法人税等合計 

当期純損失 

3,954 

182 

1,811 

1,993 

5,948 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 4 月  1 日から 

令和 8 年 3 月 31 日まで 



フェニックス少額短期保険株式会社 

 

注記事項 

１ 事業年度末日において、財務指標の悪化の傾向、重要な債務の不履行等、財政破綻の可能性その他株

式会社が将来にわたって事業を継続するとの前提に重要な疑義を抱かせる事象または状況は存在して

いません。 

２ 消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっています。 

３ 責任準備金は、保険業法第 272条の 18に準用する第 116条の規定に基づく準備金で、次の方式により

計算しています。 

・普通責任準備金は保険業法施行規則第 211条の 46第 1項第 1号に定める方式 

・異常危険準備金は保険業法施行規則第 211条の 46第 1項第 2号に定める方式 

（積立基準、積立限度及び取崩基準は金融庁長官が定める方式（平成 18年金融庁告示第 16号）） 

４ リース物件の所有権が借り主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって行っています。 

５ 関係会社に対する金銭債務の総額は 212千円です。 

６ 1株当たりの純資産額は 46,928円 71銭です。 

８ 正味収入保険料は 86,522千円です。 

９ 正味支払保険金は 49,113千円です。 

１０ 1株当たりの当期純損失の金額は 2,974円 39銭です。 

１１ 当事業年度末発行済株式の総数は、普通株式 2,000株です。 

１２ 保険金等の支払能力の充実の状況を示す比率（ソルベンシー・マージン比率）は 8,592.7％です。 

１３ 事業年度の末日後、翌事業年度以降の財産又は損益に重要な影響を及ぼす事象は発生していません。 


